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録の機能と役割～保育構想につながる「保育マップ型記録」の提言』（聖公会出版）な
ど。

 遊びを中心とした幼児教育を
　どう浸透させていくか

子どもにとって遊びが重要なことに異論
がある人はいないだろう。しかし、目に見
える成果を求める風潮や園児獲得のための
方策の優先、また遊びの意義が理解されに
くいことなど、さまざまな理由により、遊
びを中心とした幼児教育は必ずしも定着し
ていない。
だが、ここで改めて、子どもにとっての

最善の利益は、豊かな遊びによる日々の生
活の充実だと強調したい。それを実現する
ためには、どのような生活や教育が必要で
あるか、今一度熟考する必要があるだろう。
私は多くの園内研修会に参加しているが、

保育における遊びの位置づけの問題につい
ては、３つに大別できると感じている。
１つ目は、遊びを教育内容として位置づ

けてはいるものの、保育者間で遊びの質の
捉え方が共有されていないタイプである。既
存の幼稚園や保育所が統合された形の認定
こども園に顕著で、保育者間の考え方のすり
合わせができておらず、環境構成や援助の手
立ての個人差が大きいといった問題が見ら
れる。
２つ目は、「遊びは子どもの自発性による
もの」という考え方をはき違え、「放任」し
ているタイプである。保育者が、子どもが
遊びの中で経験していることを読み取って
援助しないので、子どもは同じ遊びを繰り
返すことが多く、遊びが停滞している。
３つ目は、遊びを教育内容と捉えず、「休
み時間」的に扱うタイプである。教育とは
保育者が一斉に教授するものと捉えている
ので、子どもが遊びのテーマや場、仲間を
自己選択し、課題解決に向かう活動に価値
がおかれない。そのため、子どもの能動性
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が発揮される場面は限りなく少ない。
３タイプいずれかに属する園が少なくな

い現状で、遊びの重要性を浸透させるため
には、遊びと学びの関係性を十分に説明す
る必要があるだろう。
遊びの中での子どもの内面の変化を観察

すると、遊びと学びの原理は重なっている
ことに気づく。子どもは、初めから明確な
目標を持って遊ぶのではない。対象とかか
わる中で、次第にやりたいことの方向が明
らかになり、見通しを持って遊びを展開さ
せていく。これは「混沌」の中に「秩序」
を見出す営みであり、「学び」そのものと
いえよう。
遊びの重要さを説く上では、目の前の子

どもの姿を通して語るだけではなく、将来
的な有用性を説明することも大切である。
これについては、既に多くの研究により根
拠が示されている。一例を挙げると、鳥取
大学の研究「すくすくコホート鳥取」では、
幼児期からの追跡調査により、社会性や学
力などの観点から幼児期の遊びの重要性を
指摘している。また就学前に十分に遊ばせ
ることが、いわゆる受験学力を高めると指
摘する研究もある。受験学力が価値判断の
基準として妥当かどうかは議論を要するが、
今の社会では一定の説得力を備えているこ
とは確かだろう。

 子どもは遊べば遊ぶほど能動
　的な学び手として成長する

次に、遊びを掘り下げて考え、援助のあ
り方を探っていこう。
遊びの定義は、「自発性（自分からするこ

と）」「自己完結性（満足するまですること）」
「自己報酬性（「楽しい」という感覚など自分
に報酬を与えること）」の３つに集約される
ことが多い。しかし、これらだけでは、一

日中テレビゲームに没頭するケースも当て
はまるため、他の要素も合わせる必要があ
るだろう。それが何であるかは、遊びの構
造を考えると、自ずと見えてくる。
遊びとは、「できるだろうか」という緊張
感と、「できた！」という解放感を交互に味
わいながら、ある種の能力や見通しを獲得
するプロセスと言える。出発点は興味・関
心を持った身近な環境とのかかわりであり、
遊び手の自発性に支えられて展開していく。
自発性は、面白い・楽しいといった「快」
の感情と分かちがたい。子どもは遊びをも
っと面白くしようと、ヒト・モノ・コトに
主体的にかかわろうとする。かかわりが深
まるにつれ、遊びの面白さは増し、興味・
関心がさらに高まるという循環が生まれる。
この繰り返しにより、子どもは発達に必要
な経験を積み重ねていく。そして、遊べば
遊ぶほど能動的な学び手として成長し、そ
の後の成長を支える土台がつくられていくの
である。こうしたプロセスの深まりが、今回
の主題である遊びの質の高まりと言ってよい。
遊びはパターン化により停滞するため、
随時、新奇性を取り込み、より面白くする
プロセスが重要になるが、それは子どもの
力だけでは難しく、大人の援助が必要にな
る。そこに保育者の最大の存在意義がある。
保育者に求められるのはまず、遊びが幼
児教育の中核であり、遊びの質を高めること
が子どもの発達の保障につながるという認
識を持つことだ。その上で子どもがヒト・モ
ノ・コトにどうアクセスしているかをよく
観察、理解し、その延長上に援助の可能性を
見出し、環境をデザインする必要がある。

 遊びの志向性の延長に
　援助の可能性を見出す

そうした援助がどのように行われるべき



第三章　遊びの質を高める保育のあり方（現場の声を聞きながら）064

か、実践を交えて説明しよう。
記録的な大雪に見舞われた後、神奈川県

の私立幼稚園を訪問すると、子どもたちは
園庭で雪遊びを楽しんでいた。さまざまな
遊びが展開されていたが、５歳児のグルー
プは屋外に置かれたマットの型によってで
きた雪のかたまりを発見し、一人の「マカ
ロンみたい」という言葉をきっかけにマカ
ロンづくりが始まった。様子を見守ってい
た保育者は、ある子どもの「マカロン屋さ
んをしよう」という言葉に反応し、絵の具
を提案した。保育者のねらい通り、子ども
たちは色付けに夢中になり、「これはストロ
ベリー・マカロンね」などと遊びを展開さ
せた。̶̶ 写真❶参照
他にも、雪を投げるなど体で楽しんでい

たグループのそばでは、保育者が共感を示
すことで、子どもたちが安心して没頭して
いた。また、かまくらづくりやソリ遊びでは、
子どもたちの遊びに対するぼんやりとした
イメージをはっきりとさせる言葉をかけた
り、技術的に難しいことを手助けしたりし
て、遊びの志向性の延長に援助の可能性を
見出していた。雪という偶発的な出合いか
ら、子どもたちが遊びをいかに多様に展開
させたかを示したのが図❶である。
保育者の適切な援助があったからこそ、

遊びをこのように豊かに展開した。保育者
は子どもが遊びの中で目指していることや

体験をしていることを十分に読み取る。そ
の上で、子どもの達成感を重視し、どう足
場をかけるかを考えることが、遊びの質を
高めるためには極めて重要である。

 自ら遊びの中に入り
　遊びの輪郭を明瞭にする援助

次は一人の子どもが目の前の興味のある
ものに入り込んでいく様子を見てみよう。
Ｈ児は、一人でコマ遊びをしていたが、
それは本当にやりたいことではなかったよ
うだ。保育室に二人の子ども（Ａ児とＢ児）
が入って来て、「本屋さんごっこをやろう」
と、積み木でお店を作り、本を並べ始めた。
保育者がＡ・Ｂ児に「すごいね」と声を掛け
るのを聞いたＨ児は、静かに本屋作りの手
伝いを始めた。
保育者は、本屋ができたタイミングを見
計らってお店に入った。そして「図書館カ
ードを忘れたわ」と言うと、Ｈ児が「ここは
本屋さんです」と反応。̶̶ 写真❷参照　保
育者が「そしたらお金を作るね」と製作コー
ナーに移動すると、Ｈ児はレジを作り始め
た。「自分もやりたい」と、はっきりと言わ
ないが、もっと積極的にかかわりたいよう
だ。
その間、Ａ・Ｂ児は、「本屋でクッキーが

食べられるようにしよう」と、クッキーづ

写真❶ 



065

くりに移った。レジを完成させたＨ児は、
「いちごクッキーはどう？」などと話しかけ、
次第に活動の中心的な役割を担っていった。
̶̶ 写真❸参照

Ｈ児の姿を通して、遊びに能動的にかか
わる過程で、ヒト・モノ・コトへのかかわ
りが深まっていく様子がよく分かる。さら
に遊びの中で「次はどうしようか」という自
己課題が生み出され、協同性も深まってい
る。こうした遊びの背後には、自ら遊びの
中に入り、徐々に遊びの輪郭が明瞭になる
ようにした保育者の援助がある。

 生活や遊びに連続性を持たせる

それでは、保育者はいかに具体的な援助

の手立てを講じればよいのだろうか。
私自身が保育者として現場にいた頃、豊
かな遊びの展開に必要な要素として「遊び
課題」と「他者とのかかわり」という２つの
軸を設定し、子どもを捉えていた。一人ひ
とりの子どもが、２つの軸のどの位置にい
るかを記録したのが図❷である。これを「グ
リッド型記録」と命名した。
４つの象限は、次のように分類できる。

■第１象限　仲間とのつながりを楽しみ、 
遊びに共通のイメージを持てる。遊びが
停滞すると、イメージを出し合い面白く
していく。
■第２象限　友達関係は安定しているが、 
遊びを面白く作り変える経験が少なく、 

写真❷ 写真❸

図❶ 
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同じ遊びを繰り返しやすい。
■第３象限　安定した仲間を築いておらず、 
遊びの充足感を十分に味わえない。

■第４象限　遊びに対する意欲や主体的態
度が不十分。また友達関係も安定してお
らず、遊びの課題を持ちにくい。

この４象限をもとに、援助の大まかな方
針を検討した。例えば、第１象限の子どもは、
少し引いた場所から見守り、困った時に手
を差し伸べれば大丈夫。一方、第４象限は
しっかりと向き合い、能動的な学び手にす
る援助を続ける必要がある、といった具合
だ。集団保育では、一人ひとりの子どもを
理解するとともに、こうした類型的な見方
も必要だと感じる。
続いて、一人ひとりへの具体的な援助は、

以下の５つの視点を踏まえて検討した。
①目的意識の深化（自分のやりたいことが
できているか）

②状況を再構成する力（遊びの面白さに向
け、絶えず状況を作り直そうとするか）

③環境へのかかわり（遊びに使うモノや場
の必要性が分かり、能動的にかかわれる
か）

④情報の選択と自己決定（他者の動きを見
たり、言葉を聞いたりして、自分の中に

さまざまな情報を取り入れているか）
⑤他者とのコミュニケーション（思いや考
えを、他者にどう伝えようとしているか）
２つの軸で大きく捉え、５つの視点で詳
細に分析するという方法で、遊びの質を高
める援助を生み出していたのである。
遊びを幼児教育の中心に据える上では欠
かせない、心理学者であるパセック氏の提
唱するGuided playの考え方にも言及した
い。
Guided playは、大人は遊びの文脈を開始

させるが、その中で「指示」はしない遊ばせ
方である。大人の役割は、支配的ではない
が積極的で、子どもの意識を明確にするフ
ィードバックや質問をする。それにより、
子どもの喜びや自尊心、自信、社会的な絆
が高まり、実行機能や学力を向上させると
考えられている。私が考える「遊びを中心と
した保育」との共通点は、子どもの能動性を
尊重するという点である。しかし、Guided 
playでは「何を学ばせるか」は大人の側に
イニシアチブがあるように読み取れる。子
どもを能動的な学び手に育てるという大き
な目標を大人は保持していたとしても、学
びのイニシアチブはあくまでも子どもの側
にあるのではないか。Guided playはFree 
playと直接教授の中間と位置づけられてい
るが、そうではなく、子どもの何を学ぼう
としているかを理解することから必要な大
人の配慮を考えるべきではないかと思う。
最後に強調したいのが、幼児教育の中で
は、生活や遊びが単発的、分断的にならな
いようにすべきということである。そうし
ないと、子どもが生み出す文脈はつながら
ない。幼児教育には「プロセスが大事」なの
である。今日の体験から明日の興味が生ま
れるような連続的な生活を送るために、子
どもと保育者が相互にかかわって創り出す
遊びのプロセスを重視していただきたい。

遊びを自分達で
変化させていく

２つの軸で見る子どもの遊び
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